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一 （三） 一
無量寺 不動明王坐像
一 （ 孟）
2 広隆寺 五醤文殊坐像
（孟） 一
3 広隆寺 五醤文殊坐像
－ （三） 一
4 稲置薬師堂 薬師如来坐像
一 （ 王） 一
仏像の造像比例法一一錐点について
七
（ニ） 付 （ロ） （イ） 件
十
例
で
あ在
る Z
はじめに
東京芸術大学
如来坐像
愛知
無量寺
不動明王
坐像
京都
広隆寺
五誓
文殊坐像
宮城
稲置薬師堂
薬師如来
坐像
側和
歌山
道成寺
普賢菩
薩立像
（釈迦
三尊
のう
ち）
付茨
城
菊蓮寺
千手観
音立像
的山
形
本山慈恩寺
弥勅
五尊像
（うち
四体
）
今後さ
らに
件数
は増
える
であ
ろうが、
とり
あえず
川i
MWを中
心に検
討する
こと
にする。
先ず各像
の概
要を報
告しよう
。
一
（天） 一
きわ
り
日本
建築を
設計
する
ため
の
比例
法を木割と
いう
。
木割
の成
立
（駐1）
は古
く、
遅くと
も室町時
代には書
物
として記
録さ
れるに至
った
。
高村光
雲によれ
ば彫
刻の分
野でもそ
のよう
な割
付法が
仏師聞に
窃か
に伝
え
られて
いた
と
いう
。
しかし、
建築と違
い、
必ずしも
寸法通り
に仕上げ
られる
事のな
い彫
刻で、
そ
のよう
な割
付法
の
存在
を確認す
る
ことは困
難と
思わ
れたが、
前号
では
未
完成
像に
記さ
れた痕
跡によ
って
光雲
のい
う
「仏造
ル割
（本
稿では造
像比
例法と呼
ぶ）
」
の存
在を証する
ことが
できた。
では、
この
造像
比例法は
いつ
頃
成立
した
のだ
ろうか。
この
問
題を解
決する
のは
容易
では
ないが
、
その
後発見さ
れた
いくつかの
作
例を検
討しな
がら、
造像比
例法
の歴
史を
少しず
つ遡っ
て行
くこと
にする。
的東
京芸術大学
如来坐像
形状
肉醤。
螺髪
彫出。
白毒
（欠
）。
肉醤朱
（欠
）。
玉眼。
耳采
環状。
三道
彫出。
顔を前
に向け
、
柄衣を
つけ
て、
右足
外に結
蜘
扶坐する。
両手は
屈管し、
右手
は胸
前に構
え
（肘先欠
）、
左手
は膝上
に置
く
（手首先欠）
。
晶質構造
桧材。
寄木造。
内割
。素
地仕上
。
玉眼最入。
構造は
頭体別木
の挿
し首。
頭部
は前
後二
材で内
割し、
首下を
内柱状
に削
って
首柄
とする。
体部は体幹を前
後二材
矧ぎと
し、
その左
に体
側材
一材
、
右に膝
奥材
一材
（欠）
を寄せ
て内
朝
のう
え、
底部に底
板
（欠）
を最め
る。
両脚
部は横
木
一材
で内 割し、
前面に裳
先材
一材
（欠）
を寄せ
る。
右手
は肩
、
肘、
左手は前牌
前号
でとり
上げ
た延
命寺大
元帥明王頭部
像には髪
際と
唇下に
錐によ
る小
穴
（以下錐に
よる
指
標点と
いう
意味で錐
点と
いう
）
があり、
両者
の間
隔が五寸である
ことから
髪際i唇
を
「一
つ
」
とする造
像比
例法
の存
在を想
定した
訳であ
った
。
その後
、
あら
ためて
諸
像を観察す
るう
ちに顔
や胸など
の正
中線上
に、
ある
い
は左
右対称
の位
置に錐
点を有する
例が
あること
に気
づ
くように
なった
。
今ま
での
ところ
、
そうし
た作 は延
命寺
像の
ほか次の
半ば
で
別材を継ぐ
。
法量
像高
五三
・六セ
ンチ
髪際高
四五
・九
膝張
四一
・五
錐点
唇下
三七
・六
後頭中
央四
五
・五
その
他両
脚部材底面
の中
心と両側に墨線
（各九
・
一セ
ンチ
間
隔）
が
つけ
られて
いる
。
年代
像内背部
の内
劉面に数
行の
墨書銘があ
り、
享保九年
（一
七二四
）
高康政
の作
とわかる
。
状に
彫り残す。
両脚
部は横
木
一材
の下
に
一材を当
て、
両側奥に
膝奥材各
一材
を寄せ
てともに
内割し、
前面
に裳
先材
一材を矧ぐ。
両手
は肩
、
肘で各
矧ぎ付け。
その
他、
体部
の
側面、
膝奥
上面、
肩に
小材を当
て、
弁髪を別材と
する。
法量
像高
＝二
・七
セン
チ
髪際i
顎
八・0
セン
チ
髪際高
二七
・七
面幅
七・三
膝張
二七
・O
耳張
八・九
膝奥
こ0
・二
面奥
九・0
裳先奥
二四
・七
胸幅
一一・
二
膝高
五・七
後頭髪際
一二
・0
錐点
錐点
はすべ
て頭
体の
正中
線上
にあり、
髪際下以
外のもの
はすべ
て木
釘を埋
め込ん
で塞
いでいる
。
各点
の高さは次の
通り。
髪際下
二七
・
五セ
ンチ
唇下
二二
・O
（髪際
下から五
・五
セン
チ
）
鳩尾
一0
・七
（髪
際下から
一六
・八セ
ンチ
）
瞬上
五・三
（髪際
下から二
二・
二センチ
）
その
他、
後頭部髪際
の上
（一
一一
一ス
四セ
ンチ
）
と下
（一九・九
センチ
）
にも錐
点風
の穴
がある。
前者は
埋め込
まれ
た竹
釘に銅
線の残
欠がからま
って
い
るこ
とか
ら、
銅板
の胸
飾
（断
片のみ
別
保存）
を吊
るため
の、
後者は首柄
の後
部に当た
るため頭
体固
定
用の処
置とも見ら
れる
。
また、
眉聞
の鼻
付根
（二
五・
一セ
ン
チ）
にもかすか
に錐
点
状の痕
跡があ
るが、
単な
るキ
ズ
かも
知れ
髪際l顎
一0
・四
センチ
胸
中
一七・六
膝材奥腹下
（柄衣）
一七・六
七
之
同無
量寺
不動明王
坐像
（口絵
写真
l）
形状
頂蓮。
頭飾
（前
面のみ
）。
地髪は
巻き毛
で
左肩に弁
髪を
垂れる。
顔を前に向け、
両眼を
見開き、
下唇を
噛ん
で両
端に上
牙を
見せ
る。
耳染環状。
三道
彫出。
条吊、
裳、
腰布を
つけ
、右
足外
に結蜘扶坐する。
両手は
屈腎。
右手
は肘
を張
って
腹脇
に構
え、
掌を内
に五
指を握
って
宝剣をと
る。
左手は前に挙
げ、
掌を
上に五
指
を握り
霜索
をとる。
晶質構造
桧材寄木造。
内割。
彩色
（下地
）。
玉眼恢入。
頭体
の幹
部は前
後三
列からなり
、
前二列
を割
り首、
後一
列
を
髪下
で切
断し、
頭部
の前二列の
み内制。
さらに面
部を割り矧
い
で玉眼
を般入する。
体部は
三列とも内割し、
前列材
の下
端を束
隆崎山
一 （完） 一
仏像の造像比例法一一錐点 に つ い て
t、ロ ふ れ o
iv
別材と
する。
法量
九八
・三セ
ンチ
年代
像内
には
制作年代を
示す銘文
は
ないが
、
台座
と光
背にそ
れぞれ
寛永三年
（一
六二六
）、
貞享
二年
（一
六八五
）
の墨
書銘
がある。
後者
は修
理銘な
ので
問
題な
いが
、
前者は
修理銘か造像
銘かわから
ない。
像は
二i
三度
の修
理を経
ており
、最
初の修
理
を寛永三年
と見る
こ
ともで
きる。
その場
合、
像の制
作年
代は室
（駐3｝
町時
代に遡る
こと
になる。
髪際1
顎
一八
・七
センチ
膝 肘 髪 像
張 張 際 高
高
七六
・六
面
幅
一九・0
髪 張面奥胸幅
膝高
二ハ
・五
腹奥
錐点
錐点は
頭
体の正中
線上
のものと、
左右対
称に配されるも
のが
ある。
各点と
も埋め木は
ない。
先ず正
中線上
のものを
記す。
六一
・五
二九
・六
七五
・四
二五
・二
五四
・五
膝
奥
三0
・。
二二
・0
判広
隆寺五
醤文殊菩薩坐像
（口絵
写真2
・3
）
形状
頭頂に
五警
を
結い、
髪、
地髪と
も毛筋彫り。
宝冠
台彫出。
白蓮
（欠）
。
量髪を
螺
状に
巻い
て両
耳上半を
お
、ぃ
、
耳采は
環
状。
彫眼。
三道
彫出。
顔を
前に向
け、
条吊、
裳を
つ
けて
右足外
に結
蜘扶坐する。
天衣は両
肩から上勝
にかかる
（以下欠
）。
両
手は屈
替で、
陣同釧彫出。
右手は
前に出し、
掌を
内に
五指
を握
っ
て宝
剣をと
る。
左手は
前に
挙げ、
掌を
上に
第
一指
と第二、
第三
指を合わ
せ、
他は
ゆるめ
て巻
子をと
る。
品質構造
桧材
（杉か）
寄木造。
内割。
素地
仕上。
彫眼。
頭体
の中
心部は
中間にう
す板
を挟んだ
大略前
後二材で、
頭部
を割り首と
し、
内朝
する。
体部は
さらに
両側と背面に各
一材
を
当て
て内
制
するが、
底部を
上げ
底式に
彫り残す。
両脚部は
横木
一材
で両
奥に
膝奥材各
一材
を寄せ、
とも
に内朝
する。
両手
は肩
、
肘、
手首
で各
矧ぎ付け、
両肩
後に小
材を貼る
ほか、
警は
すべ
て
髪
際
七六
・六セ
ンチ
一
（き） 一
（髪
際から
一五
・三セ
ンチ
）
（髪
際から
一六・
0セ
ンチ
）
鳩尾
（髪際か
ら三七
・0
センチ
）
次に
左右対
称のものは
正
面から見
えるもの
と側面
のものが
あ
る。
正面
のも
のは
二点の間
隔が重要
と思
われる
ので
、
それを上
に記し、
（）
内に
左側点
の
高さを記
す。
九・
四セ
ンチ
（七
五
・八
セン
チ
）
（六
八・
一
（六一
了八
唇下
（上
）六
一
三
唇下
（下
）
六0
・六
ニ九
・六
髪際下両側両眼禽下端上唇両端両足
第一指
最後
の
両足第
一指
の錐
点は材上面から足
裏の上面
を示
すた
め
に穿たれ
たも
ので
、
彫刻
の過
程で
その前
半部が削ら
れて
後
半部
六・八五・八
四六
・O
が細
い
半円筒状
に残
って
いる
。
側面
のものは
次の通
りである。
頬の愛
髪前
を矧
い
で内
制
する。
両脚部は前
後二材の横
木で、
右奥に膝
奥材
一材
を寄せ
て内割し、
前面に裳
先
一材
（欠）
を矧ぐ。
一八
・九
センチ
（六八
・六
センチ
）
耳の愛
髪下
)\ 
髪際j顎
（六
五・四
法
量
｛象
高
二六
・八セ
ンチ
一一一
・0
センチ
耳采後列中
（六
一
・五
髪際高
九七
・二
面
111高
二0
・五
・二
五・五
以上
のほか
髭髪
等に錐によると思われ
る穴がある
が左右
一対
一方
の穴
が浅く
て彫
肘
張
耳張
－二
九・五
ム
ノ 、
にな
って
いない
ので
錐点と確
認でき
な
い。
－七
八・
一
面
奥
－三
八・
膝
張
刻中に失
われたも
の
かも
知れな
い
が省略
する。
年代
像底
の内
制面に文安二年
（一
四凹
五）
の修
理銘がある。
像の全
体的な作風
は平
安
（十
世紀頃）
風であるが、
細か
い部
分
や構
造には
鎌
倉
以降
の要
素が認
められる。
おそ
らく、
後に詳
述
膝
奥
・七一
・0
膝厚
（右）
一八
・五
胸
中高
三0
・四
（品
質構
造と法量
の・
印の分
は美
術院修理報
告
書による
。
なお
商奥は大きすぎ、
膝張は小さす
ぎるよう
な感もあ
る。）
する
ように本
像は文安二
年に古
像をもと
にして
作
られ
た復
古像
錐点
錐点
はす
べて
面
部に集
中しており
、
広隆寺像同様正中線
上、
正面、
側面に分
けられる。
先ず正中線上
のものは
次の二点
。
であ
ろう。
髪際下
九六
・七セ
ンチ
（ニ）
薬師如来坐像
（口絵
写真
4）
肉髪。
螺髪彫出。
肉醤朱。
白蓮。
彫眼。
耳染環状。
三道
彫出。
顔を前
に向け、
柄衣
（偏祖右肩
）
をつけ
て左
足外に結
蜘
扶坐する。
両手
は屈
管で、
右手は
前に出し、
掌を前に
五指を伸
ばす
。
左手は膝上
に置
き、
掌を
上に第四指
を軽く曲げ、
他は伸
稲置薬師堂
形
状
之
ばし
て薬
壷
（欠）
をと
る。
隆
権材
（一
部桂材）
寄木造。
内制。
素地仕上。
彫眼。
品質構造肉醤朱、
白老各水晶。
山奇山
頭体幹
部は前
後二材で
頭部を割り首と
し、
左体側部
前後
二材
一 （三 ） 一
薬師如来坐像稲置薬師堂
仏像の造像比例法一一錐点 に つ い て
唇下
（髪際
下か
ら二0
・0
セン
鎌倉彫
刻の
一基準作と
いうことに
なる。
以上が調
査の概
要である。
では
各錐点相互
にはど
の
ような関
係があ
り、
それらが像
の
彫刻過
程でど
ん
な役割を
果
した
のか
と
七六
・七
センチ
チ）
正面
のものは
顔の造
作に沿
うように左右
一対
で記
さ
れる。
両眉外端
一九・七
センチ
いう
点に
つい
て考
えてみよ
う。
両眼頭
五・七
に
）
両眼尻
一七・七
ヘ右八七
・九
センチ
J
F左
八七
・五
、
前号でとり上
げた
延命
寺大
元帥明王
頭
部に
は髪際
と唇下に錐
点があ
り、
両者
の間
隔
はほf
五寸であ
った
。
高村光
雲の
「仏師
木寄法
（仏造
ル割
）
乙法
」
によれ
ば、
こ
のす
法は
髪際高
の十
分
の一
すなわち
「一
つ 」
であ
り、
そ
の十
倍が像
高
（髪際高
）
であ
るから延
命寺
像が完
成されたとす
れば髪
際
高五尺にな
った
はず
であ 。
一方
、
像の銘
文に
は等
身像
を造る計
画であ
った
ことが
記さ
れて
いる
こと
から、
光雲
乙法が実際
に行
われ
てい
たと
いう
こと
を間
接的
ながら証
明する
ことが
できた
の
である。
さて、
前記附
i
同の各
像でこ
の点
を確認する
ことが
できるだ
ろうか。
先ず、
髪際i
唇と髪際
高の
関係
中心
に見て行こう
。
一 （三 ） 一
司 、 、
」、
F ノ
一ノ
上唇
両端
下唇両端眼頭j
眼尻
六・四六・0
側面
のものは
耳
周辺
にある。
左右
の各
位置は
高さが異
り、
必
ずしも
一対と
して開
けられたも
ので
はな
い
よう
だ。
した
がって
す法
は高さだ
けと
する。（右）
八七
・七セ
ンチ
（計測
せず
）
（左）
八六
・六セ
ンチ
耳珠前耳殻前寄り耳染付け根
（右）
七七
・七
（左）
七六
・
一
その他
左耳
の耳
殻後寄り
にも
錐点
は
ある
が右耳に
はな
い。
各
穴の深
さは
五ミリ
i
一ミ
リ
と不
揃いなの
で右耳
殻の穴
は失われ
たの
かも
知れ
ない。
他にも
一方だ
けの錐
点はある
が省略
する0
年代
修理報告
書によれば像
内に多
数の墨
銘と
ともに建
長六年
（一
二五四
）
の年
号
が記され
ている
。
作風は
鎌倉
彫刻と
しては
やや
特異
であるが、
それを地
方色と
見れ
ば、
東北地方
に於ける
東京
芸術大学
如来坐像
本像
には髪
際付近
に錐
点
がな
いの
で髪際i唇下
点を
「一
つ
（八
・
三セ
ンチ
）」
とす
ると、
髪際
高四五
・九
セン
チは
「五
つ
（イ）
（四
一・
五セ
ンチ
）」
を大
きく上
回わ
る。
また胸
幅も
一七
・六
二六
・六セ
ンチ
）」
より
少し大き
い。
センチ
あるから
「二
つ
本像
では髪
際i唇
点は
何の基
準にもな
って
いないよ
うに見
える
。
しかし
、
唇点高と
後襟
の高さは
ほず
一致
する
し、
「一
つ
」で
膝
髪際点高
（二七
・五
センチ
）
が髪際
の高
きであ
っ
たはず
である。
この
寸
法を
五
・五
センチ
で割ると丁
度
「五
つ」
となる。
即ち本
像が髪
際i唇
を
「一
つ 」
とし、
髪際高
を
「五
つ」
とす
る光雲乙
法で造られた
ことは直
ちに察
せられる。
他の寸
法はどう
であろ
張四
一・
五セ
ン
チを割ると丁
度
「五
つ」
となるな
ど、
まった
く
規則性が無
いとい
う
わけで
はな
い。
一方
、
像底
に引かれた墨
線の九
・一
セ
ンチ
とい
う
す法は
どう
だろ
う。
こ
の寸
法を
五倍
す
ると
四五
・五
センチ
で
ほf
髪
際高に
等しく、
後頭部
の
中央錐
点高と
も
一致
する。
しかも
九・
一セ
ン
チは曲
尺の
三寸であるから、
本像は
最初
三寸
を
「一
つ
」
として
計画され
たこと
はほ
f
間違
いな
か
ろう。
そし
て制作
中により
ス
マー
トな
姿を
求め
て髪際i
唇の
「一
つ
」
を十分
の
一縮
少し
（三
寸か
ら三分
引い
て
二寸
七分H
人・
二センチ
）、
それ
にともな
っ
「二
つ
（一
一・
0
センチ
）」
。
鳩尾点
（一0
・七セ
ンチ
）、
騎上点
（五
・三
センチ
）
はそれぞ
れ「
二つ
」、
「一
つ
」
に近
い。
膝張
（二七
・0セ
ンチ
）
は幾
分短
ぅ。
胸
幅（
一・
二
セン
チ）
ふ43＆t l
』
－
かい
が彫刻
の過
程で削られた
とすれば約
「五
つ
チ）
」、
膝高
（五
・七セ
ンチ
）
もほ
ず
、 っ
。
（二七
・五
セン
「一
つ
」
と見てよ
い
であろ
延命寺
像は
頭部
だけの
未
完成像
で
あり、
銘文か
ら像
高を等身
の五尺
（髪際高）
と想
定し
て光
雲乙法
が実際に行
われて
いたこ
との
傍
証と
した
ので
あっ
たが、
無量寺
像によ
って
はじめ
て実
例
を得
たことに
なる。
しかも、
そ
の時
期は
遅くと
も台座
に記され
た寛永三年
（一
六二六
）
のこと
であ
り、
像は
さらに古
い
可能性
もあるから、
造像比例法
の採
用は
室町時
代に
遡り得ょう。
ここ
で今
後の研
究のポイ
ン
トとなりそ
うな個所に
つい
て少
し検討し
てもと六寸
（一
八・二
センチ
）
あった
胸幅も左右各
一分
（三
ミ
リ）
削っ
て
五・入
寸
（一
七
・六
センチ
）
としたとも
考え
られよ
、 内ノ
。光雲丙法は
像全体を
坐像なら
「五
つ」
で計画し
てお
き、
頭部
だけ
を五分の
一で
なく六分
の
一
の比
率で造る方
式であるが、
本
像は
乙法から丙
法
への
過
渡期的
な様相を
示
して
いる
とい
えな
い
であ
ろうか
。
てお
く。
之
先ず、
眉間
の
錐点風痕跡
（二
五・
一セ
ンチ
）
は
「四
つ半
（二
四・
八セ
ンチ
）」
よりや
や高
く、
瞳高
（二
四・
五セ
ンチ
）
は
隆
同無
量寺
不動明王
坐像
本像
では
髪際下
と唇下に錐
点があ
って
その間
隔は
五
・五
セン
チで
ある。
髪際
高は現
状では
二七
・七
セン
チで
ある
が計画時は
ほ
自奇
山
「四
つ半
」
である。
これ
らの
各
位置は
「四
つ半
」
つま
り、
髪際i
唇の半
分の位
置に並ん
でいる
。
ある
い
は原
材に
下図を描
－
（霊） 一
五つ 四 つ
仏像の造像比例法一一錐点 に つ い て
二つ 一つ
二つ 二つ
第 1 図 無量寺不動明王坐像鋒点図
（両腕 を除 〈 ）
－ （
冨
）
一つ
27 . 5cm 
五
つ
22 . 0  
四
つ
16 . 5  
つ
1 1 . 0  
つ
つ
いた
時点
では
髪際
や唇下
のほ
か両
耳中
央にも錐
点があけ
られて
いた
のが、
耳孔
を彫る際に削
り取
られたと
いうことも
考え
られ
る。
光雲乙
法で
は頭
頂は髪
際よ
り
「半」
だけ
高く、
咽
（顎付け
根）
は唇より
「半」
だけ
低い。
無量寺
像では頭
頂
（頂蓮
除く）
は三0
・八セ
ンチ
、
顎付根
は
一九
・七セ
ン
チで
、
それぞれ
「五
つ半
強」
、
「四
つ半
強
」と
いう
ように少
しずれ
ては
いる
が、
頭
頂
l顎
付け
根の間
隔は
一一・
セン
チ
であるから
乙法と同じ
「二
つ」
となる。
以上
の
ように、
無量寺
像は光
雲一乙
法に忠
実
に従
つ
五・
九セ
ンチ
）」
となる
から、
こ
の点
からも
本像が
一五
・三
セ
ンチ
を「
一つ
」
とする
比例
法
によ
っ
て計
画さ
れた
こと
は認
めて
よい
であ
ろう。
しかし、
鳩尾点
（三九
・六
センチ
）
は「
二つ
半
（三
八
・
三セ
ンチ
）」
より
高く、
他に当てはまる寸
法もな
いよ
うな
ので
今のとこ
ろ何
によ
っ
て割
り出さ
れた
か見
当が
つか
ない。
錐点
では
なく
胸飾等
を止め
る釘穴かとも思
われるが、
胸飾
の両
端にあ
たる両
胸上部に
釘穴がなく、
もと
もと
胸飾が付けら
れて
いた
とも
思え
な
い。
寸法的根
拠は別
とし
ても
体の
正中
線を決め
る上で
は意
味のあ
る点
なので
、
それな
り
の役
割は
あ
った
のだろ
た模
範的な作例と
いえる
。
、 っ
。
付五
番文殊
菩薩坐像
本像は
丁度髪際
に錐
点があ
って
、
計画通り
に仕上が
って
い
る。
唇の
下には上下二
つ
の点
があり、
髪際か
ら上
の点
までは
一五
・
三セ
ンチ
、
下の
点
までは
二ハ
・0セ
ン
チで
ある。
各寸法
で髪
際
広隆寺
四
つ
五
つ
つ
つ
つ
高七
六
・六
センチ
を割ると前
者は
五
・O一
は四
・七
九
（五
つ弱
）
となるか
ら一五・三
センチ
を「
一つ
」と
（ほ
ず
五つ
）、
後者
二つ 一つ
考え
てよ
いだろ
う。
この
寸
法を無量寺像
のよ
うに各
す法
に当て
依め
ると、
胸幅
（三
0
・
0セ
ンチ
）、
腹奥
言ご
・
0セ
ンチ
）
之
とも
約
「二
つ
（三
0
・
六セ
ンチ
）」
となる
。
つま
り、
体幹
の原
材は幅
、
厚さとも
「二
つ」
で木
取り
され
てい
るよう
だ。
また、
膝張
（七
五
・
四セ
ンチ
）
は「
五つ
（七
六
・六
センチ
ご
に少し
欠けるが、
両足
第一指
間
（四六
・0セ
ンチ
）
は丁
度
「三
つ
隆自寄
山
四
五つ 四 つ 三つ 二つ 一つ
第 2 図 広隆寺文殊菩薩坐像錐点図
（両腕 を除 〈 ）
－ （霊） 一
比例
的な裏付け
の困
難な錐
点は他にも
ある。
顔正面
の髪
際下、
両眼下、
上唇両端に左右
一
対ず
つあ
る
各錐
点である。
特に髪
際
下の
左右両点は
髪際点高よ
り八
ミ
リも
低く、
髪際
の彫
刻から
離
れて額の面
にある。
寸法的
には七五
・八
セン
チで
丁度曲尺
の二
尺五す
にあた
る
ので
、
本来
この
寸
法で
造像
する計
画
であ
った
の
かも
知れ
ない。
その場
合、
唇下二点のう
ち下
側点ま
でが
一五
・
二センチ
で
「一
つ
」と
い
うことになろ
うか。
両眼
下点と
上
唇両端
点は高さ、
幅と
も一
五・三
センチ
を
「一
つ」
とする
比例
法に合わな
いが
、
それぞれ彫
刻の形
に沿
って
い
るので
（両眼下点は
眼簡
の下
端にあた
る）
、彫
刻の卦
かト
とし
ての
意味
はあ
っ
たはずである。
側面の各
点も耳に集
中して
おり、
耳を
彫る
ため
の当
たり
として用い
られた
の
であ
ろう。
ただし、
仏像の造像比例法一一錐点 に つ い て
頬の量
髪前
にある点
（六人
・六
センチ
）
は「
四つ
半
（六
人・九
センチ
）」
にほf
一致
する
ので
、
無量寺像
の例
から推し
て耳
孔
、
また
は瞳
高を示
して
いる
とも
いえ
よう
。
その場
合、
眼や耳
の中
心位置だ
けは比例
通りと
いうこと
になる。
以上
のよ
うに、
本像
の錐
点には像の大
まかな
割付に
用いら
れ
たものと、
比例的な関
係は
不明な
がら細
部の形の基
点
とな
って
いる
ものが
併存
して
いる
。
MH稲
置薬師堂
薬師如来
坐像
本像
の髪
際下
点i唇下
点は
二0
・0
センチ
、
これ
を「
一つ
」
とすれば髪
際高は
一メ
トール
なければなら
ないが
、
実際
には九
六・七
センチ
（髪際下点高）
しか
く、
無量寺像
や広隆寺像
の
よう
な光
雲乙法
の作
例と
は
いえ
ない。
一方
、
頭頂高
（除肉醤）
第 3 図 広隆寺文殊菩蔭坐像錐点図
（醤を除 く ）
→印 は側面錐点位置
の五分
の一を
「
一つ
」
とする光
雲甲法に
よるもの
とすれば
頭
頭
高が
一メ
トール
なければ
ならな
いが
、
本像
には
頭頂高を示す錐
点等
の標
示は無
く、
推定
によ
る高さも
一O
四・
0セ
ン
チを越え
る。
また、
胸幅
（三
0
・四
センチ
）、
膝張
（七
八・
一
センチ
）
とも
異常
に狭
く、
結局
のと
ころ
「一
つH
二0
・
0セ
ンチ
」
とい
う寸法は
他の
どれとも
整合性を
もたな
い。
そこで、
この
二0
・
0セ
ンチ
とい
う
寸法を
一旦
措い
て像
高に
ついて
もう
一
度考え
て
み
る。仏像
の像
高は
警頂、
頭頂
（警下
）、
髪際
のどれかで測
られ
、
一 （美） 一
その寸
法
（法量）
も等身ぐら
いの
坐
像で
は
四尺
、
三尺
、
二尺五
寸と
いっ
た
とこ
ろが
標準
的である。
本像
の
警頂、頭頂、
髪際
の
高さは
一
一・
0
センチ
、
約一
O
四・0
センチ
、
九七
・二
セン
いら
れ、
平安
時代頃か
らは
曲尺が現われ、
室町時代以
降は呉
服
尺や鯨
尺も用
いら
れた。
各尺度と
も
今日
の
ように規
格通り
に統
一さ
れていた
訳でも
な
い
らし
く、
正倉
院伝来
の天
平尺
では大
小
のばら
つき
が
あっ
てそ
の差は
一尺
で二
分
（六
ミリ
）
にも
及ぶ
。
最も信
頼の
おける曲
尺にして
も時代
とともに極
く僅か
ながら伸
チ
で
曲
尺
（
一
尺
H一一一0
・
三
セ
ン
チ）
に
換
算
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
三
尺
六
寸
六
分、
三
尺
四
寸
三
分、
三
尺
二
寸
一
分
と
ど
れ
も
半
端
な
数
字
に
な
る。
像
高
を
決
定
す
る
う
え
で
重
要
な
基
点
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
髪
際
下
点
高
も
九
六
・
七
セ
ン
チ、
曲
尺
で
三
尺
一
寸
九
分
と
端
数
が
で
る。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
他
の
例
を
見
て
お
こ
う。
東
京
芸
大
像
の
髪
際
高
は
四
五
・
九
セ
ン
チ
で
曲
尺
の
一
尺
五
寸
一
分
に
な
る
が、
髪
際
の
辺
り
に
は
錐
点
は
見
ら
れ
な
い。
一
方、
像
底
に
引
か
れ
た
墨
線
の
間
隔
は
九
・
一
セ
ン
チ
で
曲
尺
の
三
寸
で
あ
り、
本
像
の
使
用
尺
が
曲
尺
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い。
こ
の
点
か
ら
考
え
て、
計
画
時
に
は
曲
尺
一
尺
五
す
の
高
さ
に
髪
際
を
示
す
錐
点
が
打
た
れ
て
い
た
の
が
彫
刻
中
に
天 名 称 曲尺換算 換メ ト ル法算 備 考
唐 大 尺 9 .  7 寸 29 . 4 田 狩谷被斎説・法隆寺古尺八 よ り 復冗
9 .  7 29 . 4  小泉袈裟勝説・ 太宰府出土尺 よ り 復冗
！者 小 尺 8 . 08 24 . 5  被斎説
両 施 尺 的 12 . 0 36 . 4  又 は唐大尺の1 . 21音 （35 . 3叩）説
周 尺 7 . 6  22 . 9  中 国 周代の尺の平均値
御府の周尺 7 . 952 24 . l  天皇の書庫にあ っ た と い う 。伝弘法大師将来、 背に周尺 と 記す
律 尺 平
宮
. 1 2 24 . 6  古寺の法衣用古尺、 周尺 と 記す も の あ り
叡 山 尺 7 . 6  23 . 0  被斎の調査に よ る
高 野 尺 7 . 9  23 . 9  II 
東寺金連献 8 . 1 24 . 5  II 
生駒長福寺尺 8 . 4  25 . 5  ” 
竹 尺 曲尺か ら派生、 念仏尺は石の塔婆 に刻 ま れて いた尺
（念仏尺） 1 0 .  7 30 . 5  被斎説（ただし、 小泉氏 に よ れば械斎使用尺は 3 厘短かい）
10 . 4  30 . 4  清宮清隆説
事 保 尺 10 . 4  30 . 4  竹尺 と 閉 じ
又 四 郎 尺 9 . 98 30 . 2  旧 曲 尺か （尺は時代 と と も に伸 ぴ る 傾向 あ り ）
折 衷 尺 10 . 0  30 . 3  現曲尺、事保尺 と 又四郎尺の平均 （伊能忠敬使用）
騰 ざ し 1 1 . 5  34 . 8  甲 宵 用、 た か は か り と も い う
呉 服 尺 1 2 . 0  36 . 4  室町頃か ら か
く じ ら 尺 12 . 5  37 . 9  江戸 時代関東以西
（以上、 小泉袈裟勝『単位の起源事典j も の き し 』 『歴史の 中の単位』 に よ る
仏 師 尺 7 . 5  22 . 7 仏師所用、 一様手半の尺
之
失われたとも
考
えられる。
無量寺像
の髪
際点高
二
七・
五セ
ンチ
は曲尺
の
九す八厘
と
なり、
像高
九寸の像
としては八
厘
の端
数が出る。
この
点だけ
なら錐の
傾斜
によ
るずれとも考
えられるが、
先に記
したよ
うに髪
際点j
唇下点五
・五
セン
チは
正確に髪
際点
高の五分の
一、
つま
りこ
の
両者は比例的に
も完全な
寸法な
ので
ある。
たとえ曲尺
に合わな
くて
も各寸
法は何
らかの物
差しで測
られ
てい
たはず
である。
わが国では古
来さまざまな物
差しが用
いら
れ
て来
た。
奈良時
代には
天平尺
とも
いわ
れ
る唐大尺、
小
尺、
ある
い
は高麗尺が用
隆山奇
山
－ （宅） 一
なり、
竹尺ならは
二尺
五す二分
となる。
逆に髪
際点高
を例三尺、
川二尺五寸
とする物
差しを考
えてみる
と
その
一尺は例二
五
・五
センチ
、
川三
0
・六
ゼ
ンチ
となる。
例は律
尺
のう
ち生駒長
福寺
尺に
一致し
的は
無量寺川と
同寸
である。
前者
につ
いて
、
律尺
は各寺で
法衣を調整
する
ための物
差しと
いわ
れ、
各寺
ご
とにか
なり
の差
がある。
広隆寺
に
長福寺と
同じ律尺があ
った
とい
えな
くも
いが
、
今のとこ
ろ偶然
の
一致と
してお
こう
。
それより
も
仏師聞に
曲尺の
一種
として
一尺
H三0
・六
セン
チの
私的な物差
しがあ
っ
たと考
える
方がよ
り現実
的ではな
いだろ
うか。
仏像の造像比例法一一錐点 に つ い て
ぴて
きたとも
いわ
れ、
曲尺から派
生
した竹尺
（念仏尺）
は四
厘
（註4）
ほど
長いと
いう
。
他に、
仏像に
は周
尺によるものも
あり、
仏師
（註5｝
尺と
い
う特殊な物差
しも
使わ
れた
ようだ。
前表に各物差
しとそ
の推
定寸法を掲
げてお
いた
。
前表
の中
に無量寺
像に使
用さ
れた物
差しはあ
るだ
ろうか。
先
ず二七
・五
センチ
を
一尺と
する物
差しは見
当た
らな
い。
とい
う
ことは
無
量寺像は
一尺
像ではな
いこ
とに
なる。
そこ
で試
みに二
七・
五セ
ンチ
を同
一尺二寸
、
川九寸、
例入寸、
ω七寸
五分
とす
る物差し
を想定し
てみる
と
その
一尺は
それぞれ例
二二
・九
セン
チ、
川三0
・六セ
ンチ
、
例三
四
・
四セ
ンチ
、
ω三六
・七
センチ
になる。
どれも
前表
の各
物
差しに完
全に
一致
する
ものはな
いが
、
同は
仏師尺
（一
二了
七セ
ンチ
）、
律尺のう
ち叡山尺
士三
了0
センチ
）、
川は竹尺又は念仏尺
（三0
・
四セ
ンチ
）、
例は鷹
ざし
（三
四・
八セ
ンチ
）、
川は呉
服尺
（＝ヱ
ハ
・四
センチ
）
にそれぞ
れ近
い。
これら
のう
ち仏師が使用す
る物差しと
して
適当な
のは
例仏師尺と
川竹尺
であ
ろう。
両者
とも二ミリ
程度
の
誤差な
ので
、
公定
尺ではな
い私
尺と
しては許
容範囲と
いえ
るかも
知れな
い。
したが
っ
て無
量寺
像は仏
師
尺の
一尺二寸
ある
いは
竹尺
の九寸で
つく
られた可
能性が
ある。
以上
の
ように東
京芸大像
では曲
尺、
無量寺
像で
は仏
師尺ある
いは
竹尺等
の準
曲尺、
広隆寺像
でも
準曲尺
の使
用が
一応
認めら
れる。
さて、
稲置薬師堂像
の髪
際下点
高は九六
・七
センチ
であ
広隆
寺像
の
髪際点
高七六
・六
セン
チは曲
尺で
二尺
五寸
三分で
あるか
ら無量
像同様仏師
尺か竹尺
の使
用が
一応想
定される。
しかし、
仏師尺と
すれば
髪際点
高は
三尺
三寸
七分と
一層
半端に
亡ご〉
乞ご
え�
可三診r
・
－
（支
）
一
第 4 回 稲置薬師堂薬師如来坐像錐点図
→印 は側面錐点位置
之る。
こ
の寸
法を
同四尺
、
ω三尺
、
ω二尺
五寸
と仮
定
するとそれ
ぞれ
の
一尺は同二
四
・二
セン
チ
、
川一
二一
了二
センチ
、
ω三
人・
七セ
ン
チとなる
。
前表
の物
差し
のう
ち数値が
近
いの
は唐
小尺
（二
四
・
五セ
ンチ
）
だけである。
しかし、
薬師堂像が
造られた
鎌倉時
代にはすで
に唐大尺
の系
統と
され
る曲尺が普及し
てお
り、
わざ
わざ唐小尺が使わ
れたと
は考
え
難い。
律尺
の中
にも近
い寸
法のもの
はあるが、
記録に
見え
る律尺
はすべ
て近
畿地
方のもの
であ
り、
東北地
方で
の造
仏と
関係づ
ける
の
は無
理で
ある。
結局、
稲置薬師
堂像
の使
用
尺を
割り出す
こ
とは
できなか
った
。
また、
もし倒、
ω、
ωの
ような物
差しがあ
った
と仮
定し
ても
、
髪際下点i
唇下点
の
二0
・0セ
ンチ
とい
う
寸法に
つい
て合理的
な説明が
できな
い。
した
がっ
て
、
本像
につい
て
は
一定の造
像比
例法
の存
在を認
めることが
でき
ず、
その頭
体の比例
は物
差しを
用い
ず適
当に決め
られたと考
えざ
るをえな
い。
本像
の顔
面に数
多く印さ
れた錐
点も像
の比
例と
は
無関係に各部
の形
を指示する
だけの用
途をも
った
ものなの
であ
ろう
。
各点
は
両眉
の末
端、
両
眼の
眼頭と
眼尻、
上唇の
両端、
さらに下
唇の両
端と
い
うように
細かく
印さ
れて
いる
。
それら
の穴
には
大小
の差
が見られ、
眼頭
の穴
など
は痕
跡だ
け
にな
って
いる
。
これ
は錐の
穴が
浅すぎ
て彫
刻中に失わ
れたも
のが
ある
こと
を示
唆し
ており
、
もと
は鼻の両
端に
も錐点があ
った
かも知れな
い。
（最初
に掲
げた
諸作例
のう
ち同道成寺
像には両
頬の
小鼻寄り
に錐
点がある）
（三）
以上
のこ
と
から
仏像表面
に印された錐
点は
二種に分
類できる。
一つ
は
像全体
の
プロ
ポーシ
ョン
に
関するも
ので
、
彫刻以前
の木
取り
の段
階に於て各
材のす
法的基準
となる
もので
ある。
髪際に
印された錐
点は像
高
ある
い
は主材
の高
さだ
けで
なく、
両
脚材
の
長さ
も規定
する。
唇点
は髪際
点と
ともに
主材
の幅
（胸幅）
その
他各部
の大
きさ
の
目安
にな
り、
頭体別
木の場
合で
は頭
部材、
体
部材それ
ぞれ
の大
きさを決定しうる。
もう
一つ
は
面部
の各
造作
に関
するも
ので
、
目、
鼻、唇、
耳の
位置
や大きさを
指示す
るも
ので
ある。
－ （莞） 一
彫刻で
は木
取りが
できると材の表
面に
下図を描く。
こ
の下
図
は彫
刻の進
行と
ともに損
われる
ので
、
絶えず描線
を補わなけれ
ばならな
い。
その過
程で下図の
写し崩
れが生じ、
最初
の意
図と
別のものに
なっ
てし
まう恐れ
がある。 そこ
で最
初に下
図の要
所
要所
に錐で
深く穴を穿
って
おけ
ば、
それらは描
線の
ように彫
刻
によ
っ
て消
え去る
こと
もなく、
下図の崩れや歪
みを矯正する基
準点と
して
役立
つ。
稲置薬師
堂像
の顔
面に穿たれた錐
点はまさ
にこの
よ
うな意図をも
った
もの
であ
り、
おそ
らく下図は忠
実に
隆
立体
化
された
の
であ
ろう
。
本像か
ら感じら
れる
一種の固
苦しさ
は下
図に支配され
て自由な
彫刻性が発揮さ
れなか
った
ことに
も
原因が
ある
の
かも知れな
い。
彫刻は
本来立体と
して
平面と
は別
崎
山
仏像の造像比例法一一錐点 に つ い て
の調
和が求
めら
れるべ
きであ
り、
彫刻
の進
行に
つれ
て下
図から
変化
し
て行
くことは、
い
わば
彫刻が平面か
ら解放さ
れて
主体
性
を獲得し
て
行く成長過程
考
えられ
る。
だが、
経験
の浅
い彫
刻
家に
それを望む
の
は無理
であ
り、
図面通り
仕上げる
こと
が本
旨
である職
種もあ
る。
稲置薬師
堂像の
作者
が経験豊
かな仏
師でな
く、
僧や大工
その他の素
人仏
師であ
った
とすれば、
材の
正面、
側面
に下図
を描き、
版画を彫
るよ
うに
輪郭を真
直ぐ
に彫り
進め
て行
く方が楽な
ので
ある。
百座供養
法勤行之
後修複失
文安第
二乙
丑仲春十
一日
金剛悌
子弘賢
これ
に
対し広隆
寺像
の錐
点は控
え目で、
形に関
するも
のは両
眼下点、
唇両端に各
一対あ
る
ほかは耳
周辺に集
中し
てい
る。
こ
の程
度な
らば錐
点の
拘束力
もそれ
ほど
強くなく、
自由な彫刻的
展開も可能
であ
ろう。
現に
広隆寺像
の印
象は
おおらか
で格
調も
高い。
仏師
の
力量も相
当なも
ので
ある。
それにし
ても、
これ
だ
けの像
を造
り得た
仏師で
も錐
点は必要
だ
った
の
だろ
うかと
いう
疑問も
残る。
その疑
問を解く鍵
は本
像の特
殊な造立事
情にある
と思われ
るので
、そ
の辺
りを探
る
こと
にする。
本像
の像
底の内
朝面
に計五行の
墨書
銘がある。
そのう
ち両脚
部裏
に書か
れた四行
分が像
の制
作年代を推定す
る手
がか
りと
な
るも
の
である
。
以下
「日本
美術院彫刻
等修理
記録
」
の解
説に
これ
は素直に読
めば単
なる
修理
銘である。
事実、
本像
の作
風
には平
安初期像
の風
格が感じ
られる。
大きく丸
い頭
部、
堂々と
した量
感豊かな
上体
、
厚く丸味
のある
両脚
部、
そして細
部を見
れば突
き出た
眉、
豊満な下顎、
耳を
お
：つ大きな螺形
の髪
髪、
弾力を
感じさせ
る胸
、
奥行
きのあ
る背
にかかるゆる
やかな
天衣
の襟
、
短かく納め
られた裳
先など、
九世
紀i
十世紀
の特 徴で
（世6｝ある。
しかし、
反面
気になる部
分もある
。上
険の
線に微
妙な抑
揚がある
こと、
小鼻
も小さく、
唇も
やさ
しく
内部
からの圧
力に
やや
乏し
いこ
と、
丁寧な
頭髪
の毛
筋彫
りに対し
て単
純な管釧
の
形、
そし
てさらに異
質な
のは
衣文
の彫
りである。
衣文は
肉身部
のシ
ャ
プー
さに比
べ
て彫
りも浅く単
調である。
醗波独
特の鋭い
鏑はなく、
各衣文線
の集
合部や末
端
の納
まりは暖
味
で、
全面に
丸万を揃
えた細か
い削
り目が残
って
いる
。
この
削り目
は鎌
倉以
降に
多く見
られるも
ので
、
本像
の銘
文の時
期と
符合す
る。
これ
らの
鎌倉
的な
要素を文安
二
年の修
理の
結
果混
入したも
のとみれ
ば、
本像を
平安初期像
と認
めること
に全
く問題
はない。
だが
、
はたしてそ
うだ
ろうか。
よっ
て記して
おく
。
此尊
多年御
五鉢
不具
之間
一七箇日
一般
に彫
刻表面を
削り直す修
理と
はどんな
修理だ
ろう。
現在
一 （ 号） 一
之なら
拙劣な後補部を修正
する
ことは
あっ
ても、
オリ
ジナル
の彫
刻面を削る
こと
は許されな
い。
たとえ
虫喰
で表
度が失わ
れて
い
ても
樹
脂で硬
化し、
虫穴を塞ぐ程度
である。
江
戸時
代以前な
ら
虫蝕
い
個所を
削
って
埋め
木した
り漆木尿を補
うことは行
われた
が、
本像
にはその
ような形
跡は見られ
ない。
また、
仮に本
像が
虫蝕朽
損によ
って
「御
五林不
具」
な状
態であ
った
とすれば
、そ
れは彫
刻全体
がカ
ステ
ラ状
に腐蝕さ
れて
指で押せば表
度が陥没
してし
ま
うような損
傷状態であ
った
に
ちが
い
なく、
当時
の技
術
では修
復不可
能であ
っ
たであ
ろう
。
「御
五
鉢不具
」
を文
字通り
全身又
頭、
手足が完備
しな
い
状態と
解すれ
ば、
本像
の
作風上
の不
統一
感も、
平安初期
像にしては細
かす
ぎる構
造も修理
に
よっ
て付
加さ
れた後
補
材によ
るものとして
一応
説明は
つく
。
し
かし、
一木造
である
べ
き頭
体の
中心材
がすで
に前
後二材
、
割り
首と
いう
寄木造
の技
法
によ
っ
てお
り、
他の
矧ぎ木と
は材
種も風
化や古
色の程
度も
一様
で、
明ら
かに修
理によ
っ
て付
加された材
とい
う
もの
を確認する
ことはで
き
ない
。（
醤の
一部に
は後
補材
が認
められるが
、
こ
れは大
正期また
は昭
和十
三年の
修理材か）
さらに、
本像
の木
寄は整
然と計画的
になされて
おり
、
損傷
の状
態に応じ
て臨
機応変
に材
が貼付
されたと
いう
ような感じ
はな
い
。
本像が受けた
「修複」
とはすべ
ての
材
を補
うような修理、
つま
りほと
ん
ど新造に
近いもの
だっ
たので
はな
いだろ
うか。
もしそ
うな
らば、
本像
の細
か
い木
寄構造も文
安二年
頃のものとして了
｛睦7）
解できよう
。
隆
ここ
で想
起され
るのは
唐
招提寺講堂弥勅如来坐像
の銘
文
であ
る。
それは
「奉修補
／丈六
弥勤如来座像
一一体
／弘安
十年：
：：
」
とい
うも
ので
、
構造的
に多
少検討
の余
地はあるも
のの
、
像の作
（腔8）
風は弘
安
頃のも
のと認められ、
新造
である
可能性が
高い。
唐招
提寺像が新造
であり
ながら
「奉修補」
と記された
とすれば広隆
寺像
の
「修複」
も同じ意
味にと
ること
が
できよう
。
ところ
で広隆
寺像は
「修複」直前
に「
一七
箇日
／百座供養法
勤行」
がなさ
れて
いる
。
これ
は七日
間百座文殊
法を
行
った
とい
うこ
とで
あろ
うが、
単な
る修
理前
の法
要
としては
大がかり
すぎ
る感がある。
これに
は像に対
する深
刻な思
いが
込めら
れて
いる
かも知れな
い。
もしかしたら
像は
修理不
能な状態
にあ
った
ため
新た
に像
を造
っ
て由
緒を継が
せたの
かも知れな
い。
その場
合、
役割を終
えた旧
像の断
片は
丁重な供養
のの
ち
新像
の胎
内に納め
｛世9）
られ
るなど
の処
遇を受けた
であ
ろう。
以上の仮
定が許
されるなら、
現広隆寺
像が構造、
技法
的には
鎌倉後期
的な特
徴を有
しながら、
そ
の作風に
は平
安初
期的なも
のを留
める
とい
う二重
性も理解し
や
すい。
「修複」
とい
う
形を
とりなが
ら新
造された像は
旧像
の
面影を
残し
ている
ことが肝
要
であ
ろう
から、
新造
とい
っ
ても
復元模刻的
なもの
である
ことが
望まし
い。
修理
前の旧
像の
状態が
虫蝕朽損
で
ほとん
どカ
ステ
ラ
状に
なっ
てい
ても
像容を新
材に写
すことは可
能であ
る。
また、
出奇
山
一 （空 ） 一
仏像の造像比例法一一錐点 に つ い て
焼損
で消
し炭
状にな
って
い
たと
しても
像の大
略は把
握できる。
錐点
は新
旧両像
の同
位置に印
されて計
測等の
基準点と
な
った
で
あろうし、
もし、
型紙が使用
されたと
したらそ
の
支持点
とな
っ
たで
う。
ただし、
旧像は
損傷欠
失も多か
った
で
あろ
うから
創作
によら
ざる
を得な
い
部分もあり、
それが衣
文
等の
やや
暖味
な造形
とな
っ
て表
われた
のだ
ろう。
この
よう
な新像
の造
立を文
安二年より
古い
時期
と考え、
この
新像が
「多年御
五鉢
不具」
すなわち永
年の
聞に矧
ぎ目が
ゆるん
でバ
ラバ
ラに
なっ
ていたの
を修
理した
の
が文
安二年
とみること
もできる。
その
場合、
錐点
の年
代も新像
の
造立年
代ま
で遡るこ
とに
なるが、
構造的な特徴か
らみて
そう古
くは遡れな
い。
は時に模
刻作
業で
の
転写法
とし
て利用さ
れた可
能性が
ある
こと
など、
まだ明
確で
ない
日本
の木
彫技
法の
一端を解明
する手がか
りが含
まれて
いる
とい
え
よう。
本研究は
数年前広隆寺
で文
殊像を直
接拝する機
会を得た
こと
に始
まる。
のち
滑瀧智弘住職
のご厚
意により
調査
が実現
したが、
錐点
の解
読は容易で
なく
報告
を出し兼ね
てい
たと
ころ
、
東京国
立博
物館資料第
二室
長田中
義恭氏
の紹
介で無
量寺像
を修
理させ
てい
ただ
いた。
その
修理中
に錐
点が発見さ
れた
こと
が本
稿作成
に繋が
った
ので
ある。
清瀧住職、
田中室
長には特に
感謝
申し上
げる次
第である
。
また、
高蔵
寺佐藤
一是
住職
（稲置薬師堂兼
務）
、
東京芸
術大
学芸術資料館福
田徳樹氏、
蒲郡
市郷土資
料館
小笠原久和
氏ならび
に
無量寺松山孝昌住職
にもお世話にな
った
、
記し
て謝
意を表す。
なお
口絵
写
真2、
3は写
真家山崎兼
慈氏
の
ご好
意に
よる。
一 （里） 一
さて、
川iMHの
四例
の錐
点に
つい
てまとめ
てみる
と、
建長六
年の
稲置薬師堂像
では
専ら
下
図の固
定法
（ま
たは材
内部
への
透
過）
として用い
られ、
造像比例法
的意味は
無い。
しかし、
広隆
寺像
では造
像比例を示
す錐
点が併存し
始め、
遅くとも寛永三年
には無
量寺
像で明
らかなように造
像比例法が確
立して
いた
。さ
らに享
保九年
の東
京芸大像は
その発
展した姿
として
とら
えるこ
とが
できる。
したが
って
、
以上
四例で見るか
ぎり、
造像比例
法
の成立は文
安二年
頃
（広
隆寺像）
とい
う
こと
になるが、
今後
の
【陸回｝
調査
によ
って
はさ
らに遡るであろ
う。
いず
れにせよ、
錐点
には
造像比
例法に先
行
する下
図の
固定法的
な機
能がある
こと、
それ
註
伊藤要太郎
『匠明五
巻考』
（鹿島出版
会
昭和
四十
六年）
によ
1 れば完
備した木
割書と
して
は慶長十
三年
三六
O人）
の
『匠明
』
があるが、
断片的なも
のとしては
『愚子見記』
に引
用される長
享三年
（一
四八
九）
の
『三
代巻』
が最
古。
2 
川l同は実
査。
同は筆
者が
昭和六
0年度に解
体修理
した際
錐
点を発見した。
岡、
村は財団
法人美術院
による
。
川は
文化庁調査官
松永忠興氏
のご教
示
松島健氏、
同技官副島弘道氏
のご
教一
不による。
3 
早川彦
右衛門
『新訂
三河
宝飯郡誌』
（愛知県宝飯地方史編纂
昭和
三十
五年
）
によれ
ば、
無量
寺は
天暦五年
（九
五二
に
創建さ
れ、
天正年中に
一時寺運表え
たが、
のち
復興。
しか
し、
委員会寛永十
七年
（一
六四O
）
火災に
より
焼失
した。
本体
の
修理痕から主なも
のを挙
げると①
両手肘よ
り先
の新
造、
②面部
の割
り剥
ぎ面の接
着
（麦
漆による
）
と玉
限の調
節
（当
て
紙に綿
を追加
）、
③裳先
の新
造
（①
は竹
釘による
、
③は本体
材に竹
釘あ
るが
裳先
材には
無い）
、
⑤各矧
ぎ目の粘
土によ
る化
粧
（竹釘と
同時で
はない）
等が
ある。
④各矧
ぎ自
の竹
釘によ
る補強
この
うち両手を
失うよ
うな損傷
①は寛
永十七年の
火災時と考え
るのが
自然で、
貞享
二年に光
背
とともに新
造された
の
であ
ろう。
竹釘補強④も
同時
と思
われる
。
面部
の
接着②が
謬で
なく粗悪な
麦漆
である
点に
つい
て
は寛
永
十七年の
火災直後、
玉眼が脱
落す
るなど
したため、
急拠面部を割
って
応
急的に修理した結
果であ
之
ろうか。
この
程
度の小
像で、
しか
も頭
部が前
後二材のも
のでは
隆
面部を割り矧
ぐ必要は
なく、
修理時に
像を解体せ
ずに玉眼
を調
崎
整す
るために
割っ
たの
か
も知れ
ない。
ある
いは
、
明治頃
に矧ぎ
山
自の化
粧修理⑤
が行われ、
この
時玉
眼の調
節②が
行わ
れたとも
考え
られる
。
問題は本
体が寛
永三年の台
座と同
質かどうか
であ
るが、
台座は
彩色、
本体は素
地古色
である
こと
、
本体
の材
がや
や古
い
ように見 えるなど異
質にも感じられ
る等の点から
像の制
作年代を寛永
三年
以前と
みることも
可能
である。
4 
小泉袈裟勝
『歴
史の中の単
位』
総会科学出版
昭和
四十九年
同
『も
の
さし
』
法政大学
出版部
昭和五
十二年
同
『単位
の起源
事典』
東京書籍
昭和五十七年
5 
田中
圭水
『本
朝大偽師正統
系園遊末流
』
（美術研究第
一号
の序
文に
一棟手半
の
働師所用尺
の伝 来の
こ
とが記
昭和十
一年
）
されて
いる
。
水野
敬三郎
『仏師康助
資料』
（美術研究
第二
O六号
昭和
三十
四年
）
には
『覚鵡紗』
中の
「御身
一様手
半事」
につ
いて
記す。
それ
によれ
ば
「一
操者。
：：：五寸
手半者彼半也
。」
であるから
一様
手半
は七
寸五分
となる。
6 
望月信
成
『広隆寺
』
（山本湖舟写真
工芸部
昭和三十八年
）
の解
説で
は
「平安初
期から中
期にわた
る過
渡期頃
の
もの
」
と考
えて
いる
。
しかし
、
構造
につい
て
「桧材
の
一木
彫成
像」
とみる
など十分な調
査によ
る結
論ではなさ
そう
である。
7 
本像
のよ
うに像
底を上げ
底
式にしたも
のは
運慶に始
ま
ると考
えられ、
構造的な強さ
のほ
か納入品
の納置に役
立つと
いう
。
（西
川杏太郎
『一
木造と
寄木造
』
至文堂
昭和
五十
人年
）
8 
長谷
川誠
『六
大寺大観
』
第十三巻
岩波書店
唐招提寺
二
－ （望） 一
仏像の造像比例法一一錐点 について
昭和
四十七年
「講堂
弥動加来坐像
」
解説
不動
髪際、
唇下、
両耳孔、
頭部両側
（耳上）
9 
旧像の
断片
を修理時に使
用せず
像
内に
納入する例
としては東
寺講堂帝
釈天坐像
、
新薬師寺地蔵菩薩立
像など
がある。
前者は
各点
のす
法は
不明だ
が写
真に
よっ
て 推
定する
と髪
際i唇
点は
火災で焼損した
旧持物
の人
頭杖
の
頭部
を納入したも
ので
（田辺
坐像
では髪
際
高の
五分の
一、
立像で
は十分の
一で
ある。
また釈
迦、
地蔵
の膝
張は
髪際高と
ほf
等しく
、
弥勤
の
主材幅は髪際i
一郎
助
『日本
彫刻基礎
資料集成
』
重要作品篇
中央公論
美術
唇点
の二倍
である。
細部
では臆の高
きが
髪際
1唇 点の
半分
であ
出
版
昭和
四十八年
）
貴重なも
ので
あ
りながら修
理困
難な断片
るなど、
各錐点
の配
置には光
雲乙法
的な関
係
があるよ
うに見
え
の扱い方の
一例を
示す。
後者
はも
ともと
奥福寺僧実
尊になぞら
えぞ造
立された裸
形の地
蔵であ
った
が、
のち
体部周
囲に
木材を
貼付し
て着
衣像と
された。
その
際両手、
両足先
、
両耳の
断片等
が像
内に納
められ、
面部も
一部改
造された。
（副島弘道
ほか
『新
る。
中尊弥勤像
には永
仁六年
（一
二九八
）
の銘
があり、
錐点
の
造像比例法的使用例
として今の
とこ
ろ最
古の
作例と
いえ
る。
今
後の
調査報
告に
期待した
い。
一 （ 圏） ー
東京芸
術大学
美術学部紀要
第二十
一号
各断
片は使
用
不可能な状態
では
なく、
特殊な事情
に
よっ
て除
去され、
遺棄
するに
忍ぴ
ず像内
に
納められた
ので
あろ
う。
（各断片は
いわ
ば実
尊
の肉身
の
一部
であ
薬師寺地蔵菩薩像修理
研究
報告』
昭和六十
一年
）
り、
像は彼の
個性を
排除する
ことで
真の仏
像にな
り得た
とも
考
えられる
）
10 
副島弘道氏
のご教
示によれ
ば、
本山慾恩寺弥動
五噂のう
ち四
像に左記
のよう
な錐
点がある。
髪際、
唇中心、
両眼瞳、
頭部両側
（宝冠際
）、
両耳孔、
両肩上面、
胸上
（右）
、
両胸脇
髪際、
両耳孔
弥
勅
釈
迦
地
蔵
髪際、
両耳孔、
頭部両側
（耳上）
